エルサルバドル経済（２０１４年５月～６月）
１．主な経済指標

（１）月例経済活動指数（ＩＶＡＥ）

　経済活動は低調。特に建設セクターと運輸・倉庫・通信セクターは、下落傾向が続く。比較的安定しているのは、商業・サービス・セクターと金融・保険セクターだが、大きく伸びているとは言い難い。
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（出所：中銀）

（２）インフレ率

４月以降、フリホール豆などの基礎穀物価格が急激に上昇しつつあり、また石油価格も高値を続けていることから、６月にはインフレ率が１６か月ぶりに１％台を上回った。
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（出所：中銀）
（３）貿易収支
　６月までの輸出総額は２，６６７．９百万ドル（対前年同期比５．５％減）、輸入総額は５，３７０．７百万ドル（対前年同期比０．７％減）であり、貿易赤字は２，７０２．８百万ドル（対前年同期比４．６％増）。マキラの不調は継続していることもあり、輸出入共に対前年比でマイナスを記録した。また、伝統産品の輸出も低調なままで、サビ病の影響が続くコーヒーだけでなく、不作が予想されている砂糖の輸出も落ちている。
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（出所：中銀）
（４）海外送金
　６月までの海外送金総額は、２，１０５．１百万ドル（対前年同期比１２．５％増）となった。引き続き米国経済が堅調に推移し、雇用統計も回復基調にあることから、海外送金も大幅に伸びている
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（出所：中銀）
（５）金利

　預金金利はほぼ横ばい傾向を維持しているが、長期金利が５月以降上昇傾向を見せている。貸付金利は５月に一度下がったが、６月より再び上昇。返済遅延率は引き続き低い数値で推移しており、６月時点で２．４０％。
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（出所：中銀）

（６）政府財政

６月までの歳入は総額２，６４７．４百万ドル（前年同期比１．３％増）、歳出は総額２，８１４．１百万ドル（前年同期比５．０％減）となり、財政赤字に転落したものの１６６．７百万ドルは、前年同期比５２．３％減と一見非常に改善している。一方、政権交代時期だったため公共事業が実施されなかったことや、政府調達の未払いが続いていることが歳出額圧縮の原因とも指摘されている。
債務総額は１０，８６４．８百万ドル（前年同期比２．１％増）となり、ほぼ横ばいながら若干増加の兆しを見せている。４月の確定申告後の５月でも対内債務がほとんど減少しておらず、自転車操業の様子が見て取れる。
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（出所：中銀）
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（出所：中銀）

２．主要国内経済トピックス
（１）新規国債発行の国会承認
５月１５日、カセレス財相は，増加の一途を辿る短期借款（ＬＥＴＥＳ）の借り換え及び債務支払のため１，１５０百万ドルのユーロ建て国債発行を国会に要請した（当初は８００百万ドルだったが増額）。
６月１２日、当国国会は、賛成５６票、反対２７票で総額約１，１５６百万ドルとなる新規国債の発行を承認した。右国債は、最長３０年満期で国内或いは海外の証券市場で販売されることになる。国債の使途はＬＥＴＥＳ８００百万ドル分の借換えのほか、「教育，社会和合及び市民の安全のための信託基金（ＦＯＳＥＤＵ）」の債務約３５６．２百万ドル分の清算である。
なお、カセレス財相は、国債発行要請と共に、歳出を抑制しつつ新税により財務強化を目指す財政改革プロジェクト案を提出した。新税については，既に議論されていた「奢侈不動産税」「振替・振込・送金税」及び「印刷・出版税」が柱となるものであったが、新規国債発行承認時点では、いずれも可決されていない。
（２）世銀による２０１４年当国経済成長率の下方修正

　６月１１日、世銀は２０１４年のエルサルバドルの予想経済成長率を、１月の２．３％から２．１％へ下方修正した。中米域内で最も低い予想である点に変更はない（パナマ６．８％、ニカラグア４．５％、コスタリカ３．７％、グアテマラ３．４％、ホンジュラス３％）。なお、世銀はエルサルバドルの経済成長率に関し、２０１５年は２．６％、１６年は２．８％との予想を示しているが、当国のエコノミストたちは、本予想値を「楽観的過ぎる」と評価しており、本年の成長率が２％に届くのはかなり困難との見方を示している。

　なお、当国中銀の予想は、２．２％。

（３）第１４回全国民間企業大会の開催

　６月２３日、全国民間企業連盟（ＡＮＥＰ）主催で「第１４回全国民間企業大会」が開催された。「競争力のあるエルサルバドル２０２４年」と題し、１０年後を見据え、雇用・経済開発特区（Zonas de Empleo y Desarrollo Económico(Zede): Charter City）プロジェクトの提唱や、経済発展振興に繋がる新法制定や法改正を提言し、提言書をサンチェス・セレン大統領を始めとする三権の長に提出した。本イベントでも、民間セクター・大統領双方から投資環境改善に向け、イデオロギーなどの差異を超えて協働していく旨発言があり、前向きなトーンに終始したが、民間側は、対話だけではなく、具体的な成果に繋がるよう釘も刺した。
　ＡＮＥＰの掲げる経済開発特区（Zede）に関し、政府側は前向きに検討するとの立場だが、３０日、ゴンサレスＦＭＬＮ事務局長は「労働者側でなく雇用側に裨益する提案」であるとして否定的な見解を示している。

３．主要対外経済トピックス
ペトロカリブ協定への正式加盟申請
　６月２日、エルサルバドルはペトロカリブに正式加盟申請を行った。マルティネス外相の発言によれば、石油輸入代金の５０％を即時に支払い、残り５０％を２５年、年利約２％で返済する（ただし、猶予返済分（融資可能分）は７０％まで拡大可能）。猶予された返済分を社会投資に当てるが、ペトロカリブの枠組みの下輸入される石油製品を国が一括して扱い、当国アルバ石油以外の民間企業にも卸されるのか、社会福祉プロジェクトはどこの主管になるのか等不明な点も多く、民間セクターは詳細を明らかにするよう政府に求めている。ただし、「新たな事業チャンス」という点では、一部の代金を当国の国内製品で支払う可能性もあり、特に繊維縫製業及び食品加工業にはアドバンテージがあるため、事業拡大に繋がるとの期待も出ている。（了）
